
１ 

企業広報大賞 

＜選考基準＞ 

社会から期待され求められているものを見極め、それを経営に反映させるとともに、ステー

クホルダー（消費者、従業員、マスコミ、投資家など）に対し、広報活動を通じて企業活

動の的確な情報を発信・伝達し、社会に貢献している企業 

受賞企業：株式会社クボタ 

【受賞理由】 

｢事業そのものが社会貢献」を企業メッセージに掲げ、広報は経営の重要機能とい

う認識の下、広報部門(「コーポレート・コミュニケーション部」)含む全部門が一

丸となって情報発信を行っている。また、農業機械という比較的馴染みの薄い業界

の立場から、「日本農業の活性化」という社会全体の課題解決に貢献すべく、農業

を題材としたテレビドラマに全面協力。広報と宣伝が一体となった広報戦略を打ち

出すとともに、一企業に留まらず農業全体の発展に貢献した。 

 企業広報経営者賞 

＜選考基準＞ 

経営トップ自らが広報の重要性を認識し、社内外の情報によく耳を傾け、社業や社会の発展

に資するべく、経営理念や経営ビジョンなどについて、ステークホルダー（消費者、従業員、

マスコミ、投資家など）に語り掛け、コミュニケーションを積極的に推進している経営者 

受賞者：高原
たかはら

 豪
たか

久
ひさ

 ユニ・チャーム株式会社 代表取締役社長執行役員 

【受賞理由】 

創業者の後を継ぎ、同社のグローバル化を成功させるなど高い経営手腕を発揮した。

社長自ら「心と心が通じあうコミュニケーション」を目指し従業員や報道機関など

社内外ステークホルダーとの対話を積極的に推進している。また、メディア取材で

は真摯で思慮深い広報対応を行い、報道関係者からも高く評価されている。 

受賞者：土屋
つ ち や

 嶢
たかし

株式会社大垣共立銀行 代表取締役会長 

【受賞理由】 

｢銀行はサービス業」という信念の下、生体認証(「手のひら認証ＡＴＭ」)やドラ

イブスルー店舗設置など業界初となる施策を次々と実現した。顧客ニーズに寄り添

ったサービスを提供することで、顧客満足度だけではなく同社のブランド力の向上

にも大きく貢献した。また、自ら広報担当役員を務め、メディアとのコミュニケー

ションを積極的に図っておりオープンな姿勢が、報道関係者からも高く評価されて

いる。 



２ 

企業広報功労・奨励賞  

＜選考基準＞ 
広報活動に携わり企業広報の発展に功労の大きかった実務者（個人・チーム）、あるいは奨励

に値する独創的な企業広報を実践している広報実務者およびチーム 

 

受賞者：芝
しば

 道雄
み ち お

 ダイキン工業株式会社 

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ室 ｼﾆｱｽｷﾙｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ 

【受賞理由】 

｢取材依頼は断らない」をモットーに 20 年以上に亘って地道に広報業務に携わる

中、「堅くて地味な関西企業」という同社の旧来イメージの脱却と、「勢いのあるグ

ローバル総合空調メーカー」としての同社のブランド力向上に大きく貢献した。社

是「最高の信用」や、グループ経営理念「次の欲しいを先取りする」を体現する芝

氏の広報対応の姿勢が、報道関係者からも高く評価されている。 

 

受賞者：濱
はま

岡
おか

 智
さとし

 サントリーホールディングス株式会社 

執行役員広報部担当 

公益財団法人サントリー芸術財団 専務理事 

 

【受賞理由】 

20 年以上に亘って広報業務に携わり、同社のステークホルダーからの信頼獲得と

ブランド価値向上に貢献した。同社がグローバル展開を進める中、マーケティング

広報とコーポレート広報の両面において、サントリーグループとして全体最適を目

指した情報発信を心掛けながら、グローバルな発信や広報人材の育成にも注力して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

以 上 

 
選考委員 

（敬称略・氏名五十音順） 
 

ワーク・ライフバランス 代表取締役社長  小室 淑恵 

プレジデント社    『プレジデント』編集長 鈴木 勝彦 

朝日新聞東京本社  経済部長   寺光 太郎 

日経ＢＰ社    『日経ビジネス』編集長 東  昌樹 

日本経済新聞東京本社 経済部長   藤井 一明 

テレビ朝日  前経済部長   松原 文枝 

読売新聞東京本社  経済部長   矢田 俊彦 

毎日新聞東京本社  経済部長   山本 明彦 


